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1. まえがき 

ポリマー形避雷器は，屋外用有機材料の進歩とポリマー

がいしへの適用に伴い，1980 年代中頃から米国やヨーロッ

パなどの海外で使われ始めた。撥水性が持続するシリコー

ンゴムが外被材として用いられると，軽量かつ耐汚損特性

や耐震性、並びに内部短絡時の安全性に優れることから，

配電系統用から変電所用避雷器へと普及し，1990 年代後半

には IEC や IEEE において国際規格化が進められた。 
日本国内でもポリマー形避雷器は適用が検討されてきて

おり，2008 年には JEC テクニカルレポート(1) としてその試

験・評価方法がまとめられた。ポリマー形避雷器は，先に

述べた特長が優先されて海外での適用が拡大してきたが，

トラッキング・エロージョンをはじめとする環境要因によ

る劣化および長期性能に対する検討も必要である。 
本報告書ではポリマー形避雷器固有の評価技術について

国内外の規格や文献などから最新動向をまとめるととも

に，その実用性について評価を試みた。また，国内外にお

けるポリマー形避雷器の適用状況について継続して調査を

行った結果をまとめるとともに，東日本大震災を踏まえた

変電設備の耐震設計に対するポリマー形避雷器の優位性に

ついても検討を加えた。 
 

 
 

 
 

図 1-1 ポリマー形避雷器の適用例 
 

2. 技術的概要 

電気学会 技術報告 第 1306 号「避雷器の技術進歩とその

適用状況」(2) では，ポリマー形避雷器についてもその構造，

IEC 規格の試験方法などを紹介している。 
本章ではそのエッセンスとこれまでに明らかになってい

る事項から課題を抽出して 3 章以降の議論に展開する。 
 
2.1 基本的設計 
ポリマー形避雷器は酸化亜鉛素子を FRP（ガラス繊維で

強化した樹脂材料）の部材で収納して両端を金具と接合す

ることで機械的強度を持たせ，有機材で外被を形成する構

造が一般的である。外被材は撥水性に優れたシリコーンゴ

ムが主流である。酸化亜鉛形ギャップレス避雷器の国際規

格 IEC 60099-4 (3) では，内部短絡時に想定される破壊モー

ドから，内部構造を２つに分類している。 

① A 形避雷器 
避雷器の長さ方向の全長にわたり気相があり，酸化亜鉛

素子以外の領域でその気相部分の容積が 50%以上を占める

構造。内部短絡故障時に気相部で破壊が発生する確率が高

い設計とされる。 
② B 形避雷器 
A 形に属さない構造で，外被を直接モールドするタイプ

の構造。内部短絡故障時に酸化亜鉛素子部で破壊が発生す

る確率が高い設計とされる。 
図 2-1 に両タイプの構造を示す (4) 。B 形の構造にはラッ

プデザイン，プッシュオーバーデザインおよびケージデザ

インがある。A 形および B 形避雷器の構造例を図 2-2，図

2-3，図 2-4 に示す。 

 

図 2-1 ポリマー形避雷器の構造 (4) 
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